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はじめに

　本稿は，ロンドン郊外のキュー植物園（Royal 
Botanic Gardens, Kew）内に，1844～1848年に建
設され，当時，国内で最も有名であった温室パー
ム・ハウス（Palm House）を取り上げ，19世紀イ
ギリスにおける温室の発展の経緯とその社会的意
義を論じるものである。キュー植物園は2003年
に世界遺産に指定された名立たる植物園であ
り1），パーム・ハウスは現在もその中核を担って
いるが，本稿では，その建設当初，いかなる社会
的重要性を有したかについて焦点を絞って考察す
る。19世紀は技術革新と工業材質の発展から，
ガラスが建築資材として使用可能となり，鉄道駅
から博覧会会場，百貨店に至るまで，巨大ガラス
建築が登場した。先陣を切ったのが温室であり，
その建築技術や形態が，1851年万国博覧会会場
となった水晶宮（Crystal Palace）をはじめ，都市
の公共建築物に受け継がれていった。19世紀に
温室がその他のガラス建築に先駆けて建設された
経緯は，どのようなものであったのか。また，そ
れはその時代の都市環境にいかなる新空間を提供
したのであろうか。
　19世紀の温室については，これまで建築史の
分野で研究されてきた2）。温室と水晶宮との関連
についても，ロンドン万国博覧会をめぐる論考の
中で，その建築的類似性に主な関心が向けられて
いる3）。最新の研究では，イソベル・アームスト
ロング（Isobel Armstrong）によるヴィクトリア朝
のガラスに関する著作において，温室についての
分析がある4）。しかし，19世紀に温室が爆発的な
流行を見た理由を建築的観点のみで説明するの

は，温室が植物栽培という目的を持った建築物だ
ったことを勘案すると，十分とは言い難い。本稿
は，19世紀における温室の社会的意義を，建築
的要素を捨象しつつ，植物を中心とした内部スペ
ースに着目しながら論じることを主眼とする。温
室が一連のガラス建築に先駆けて都市に誕生した
経緯を記述しながら，それが社会にどのように受
容され，結果的に水晶宮のような大型ガラス建築
の流行に向けていかなる役割を果たしたのかにつ
いて考察したい。
　資料としては，パーム・ハウス建設に関する一
次史料ばかりでなく，当時出版されたガイドブッ
クや，『イラストレイテッド・ロンドン・ニュー
ズ』（The Illustrated London News, 以下 ILN）のよう
な定期刊行物の記事を用いて論じることとする。

１．19世紀における温室発展の背景

　温室は，19世紀を通じてイギリスのみならず
ヨーロッパで大流行したが，温室自体は19世紀以
前にも存在した。しかしながら，当時は技術的問
題やガラスという素材の希少性から，ガラス張り
温室を建設するまでには至らなかった5）。18世紀
までの温室はオランジュリー（Orangerie）と呼ば
れるもので，イギリスの厳しい冬に育成するのが
困難なかんきつ類の果物を当該温室で栽培した。
温室は，貴族のカントリーハウスやその庭園に付
随する形で作られることが多く，貴族の庭造りと
同様に個人の道楽的嗜好の強いものであった6）。
　19世紀になると，技術の発展とガラス税の廃
止によって暖房設備の整った巨大温室の建設が可
能になった。また，この時代には温室建設を推進
する必然的理由も生まれた。というのも，資本主
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義の世界規模的発展と植民地の拡大に伴って，熱
帯植物が大量にイギリスにもたらされるようにな
ったからである7）。プラントハンターと呼ばれる
植物収集家たちが，世界中を駆け巡り，異国のめ
ずらしい植物をイギリス本国に持ち帰った。それ
ら熱帯植物の存在は，植物学の発展に多いに寄与
した。熱帯植物は背丈の高いものが多いことか
ら，建物は巨大化し，また，その育成には一年
中，日光と温度を必要とするため，ガラス張りで
暖房設備が完備した温室の建設が進められたので
ある8）。
　19世紀，大型ガラス温室内で育成された熱帯
植物のなかで，その象徴とも言えるのがヤシであ
り，その栽培は19世紀のヨーロッパで大流行し
た。ヤシはその外見から，植物界で最も威厳のあ
る崇高なものと見られていた。他の樹々とは明ら
かに異なり，背丈や茎や葉の形状の珍しさと優美
さから，「植物相の王子」と言われた9）。また，
外見だけでなく，その実用性も重宝された。ヤシ
は食用のほか，薬用，園芸用，資材等々として利
用され，その利用価値ゆえに珍重されたのであ
る10）。さらに，遠く離れた異国の地に生息するエ
キゾチックな熱帯植物をヨーロッパへ持ち帰って
栽培すること自体が大きな夢であり，この時代，
各国が競って多様な種類のヤシの収集と栽培に挑
戦したのである11）。
　18世紀までの温室が貴族の道楽だったのに対
し，19世紀の温室には異国の植物を収集し，育成
して研究するという明確な目標が付随した。19
世紀に入ってからも最初の40年間ほどは，温室は
貴族のカントリーハウスに付設されることが多か
ったものの，植物採取および研究という側面が目
立つようになった。とりわけ名高いのが，現存し
ているサイオン・ハウス（Syon House）の温室や，
現存していないが，植物学への貢献でヨーロッパ
中にその名を轟かせたチャッツワース・ハウス
（Chatsworth House）の大温室（Great Conservatory）
やヴィクトリア・レジア・ハウス（The Victoria 
Regia House）である。後二者は，庭園および温
室設計家のジョゼフ・パクストン（Joseph 
Paxton）が建造し，後に彼自身がデザインした水

晶宮の原型になったことで知られている。
　1840年代以降になると，温室設計は個人では
なく，植物協会のような団体によるものへと転換
した。19世紀は植物学の隆盛とともに，イギリ
ス各地で植物園の設置が相次いだが，最も有名だ
ったのが，ロンドン園芸協会（The Horticultural
Society of London）付属の植物園，王立植物協会
（Royal Botanic Society）設置の植物園およびキュ
ー植物園等であり，いずれもロンドンにあった。
前二者はそれぞれ，1804年と1838年に設立され
た私的学術団体に属する私的空間であり12），後者
は，18世紀後半に王室の植物園として出発した
が，1840年に王室から政府へと管理移管され，
世界的に有名な植物研究センターとなった。
　これらの植物園の間には，1840年代以降，主
導権を巡って熾烈なライバル関係が醸成された。
特に，王立植物協会とキュー植物園の間のそれは
激しいもので，その競争意識の現れが，それぞれ
が目玉として設置した温室，すなわち，ウィンタ
ー・ガーデン（Winter Garden）とパーム・ハウス
であった。どちらも高名な建築家デシムス・バー
トン（Decimus Burton）と技師リチャード・ター
ナー（Richard Turner）のコンビによって設計さ
れたにもかかわらず，その規模，デザイン，建設
時期のどれをとっても，強いライバル心を見て取
ることができる13）。
　いずれの温室も，管轄の違いはあれども，個人
ではなく団体によって設置された温室の最も初期
の例である。その後，これらを手本にして，全国
的に団体による温室が設置されてゆく14）。

２．パーム・ハウス──科学研究機関から教育

的娯楽空間への変容

キュー植物園が国家施設となった際，園長に任
命されたのが植物学者であり，プラントハンター
としての経験もあるウィリアム・フッカー
（William Hooker, 1785‒1865）である15）。彼は同園
の設置目的について，著名な植物学者ジョン・リ
ンドリー（John Lindley）の助言を引用しながら，
何度も版を重ねた自身のガイドブックに，熱帯植
物を中心に外国種の植物をできる限り集めるこ
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と，内外の植物園に対して指導的立場に立つこ
と，植民地における植物流通の中心的役割を果た
すことなどと記載している16）。実際，南米からも
たらされたキナノキは，フッカーによる改良を経
て，植民地に移植された17）。この移植方法は，19
世紀後半に，サトウキビ，ココア，茶，コーヒ
ー，ヤシ油，ゴム等の植物に応用され，植民地の
大農園でおおむね成功をみた。この快挙について
は，キュー植物園の存在がとりわけ与って力があ
ったと言える18）。同植物園は，19世紀半ば以降，
帝国主義的傾向を強めながら，科学としての植物
研究を拡大させ，ヨーロッパ随一の植物園へと急
成長した。
　パーム・ハウスは，1848年に完成したヤシ栽
培温室であり，フッカー自身が「当園の栄光」
（“the glory of the Gardens”）19）と称するほど重要な
施設であった。その名声および規模は，当時，国
内最大級を誇った。ヨーロッパにおけるヤシの価
値は前述のとおりであるが，当時，世界中で
1,000種ほど存在するとされたヤシのうち，この
温室には100種近くも集められた。植物研究のた
めには，多様な種類のヤシを集積することが必須
であると考えられたからである。また，ここでは
ヤシ以外にも外見的に美しく，かつ実用的価値が
ある植物が栽培された。例えば，バナナやマンゴ
ー，ペアー，イチジク等の果樹木，コーヒーやカ
カオ，シナモン等の食用樹，さらに，ソテツ，ポ
ポー，キャッサバ，インディゴ，リュウケツジ
ュ，ベンガル菩提樹，タンギニア・ベネニフェー
ラ，アリストロキア・ギガンテア等の珍奇な植物
であり，その多様性は明らかである。これらの植
物は，全て，種類ごとに配置されていた20）。
　前述のフッカーによるガイドブックには，植物
園の全植物が施設別に掲載され，その種類や原産
国について説明が附されている。全植物の百科事
典とも言えるもので，とりわけ充実しているのが
パーム・ハウスの項目である。このことからも，
この温室は「百科事典的空間」（“an encyclopedic 
space”）であり21），科学研究を中核とする施設だ
ったことが分かる。
　このような多様な植物で構成された温室内部

は，熱帯世界の再現となっていた。ここでは，巨
大スペースの大半を占めるのが植物，しかも，見
慣れた植物とは全く異なる熱帯性植物である。作
者不詳のキュー植物園ガイドブックは，次のよう
に描写している。

　そこにあるもの全て，樹木状のシダの優美な
葉，その向こうに見える樹木や植物の茎，とり
わけ，熱帯性気候をよく表している幅がある
葉，それら全てが調和していた22）。

　これを読むと，シダの葉や樹々の茎，植物等で
埋め尽くされた躍動感あふれる熱帯の光景や，そ
の気候まで感じ取れるような空間となっているこ
とが窺える。フィリップ・ヘンリー・ゴス（Phillip 
Henry Gosse）によるガイドブックでも，その内
部は「熱帯林」23）に喩えられ，そこでの熱帯体験
は次のように述べられている。

　熱帯地方の景色の美観を見る機会に恵まれた
人々は，……この回廊に寄りかかりながら，そ
のすばらしい光景をまざまざと思い返すことで
あろう。……そして，ヨーロッパから一度も出た
ことのない人は，ここで目にしたことからその
灼熱の地についての概念を形成するだろう24）。

　これらの記述に表されているのは，いずれも非
日常空間であり，パーム・ハウスは現実の熱帯林
を模倣しているということである。言い換えれ
ば，ヨーロッパとは完全に異なった別世界の熱帯
地方をその植物，気候，概念ごとそのまま取り入
れた熱帯林という形で創造しようとしたと言え
る。多様な植物で構成された熱帯林とガイドブッ
クの百科事典的要素は，あたかも世界地図上，植
民地を赤く塗りつぶしていく行為に通底するもの
がある。すなわち，植物研究のために世界各国か
らここに集められたあらゆる植物は，帝国主義的
権力を誇示する役割も果たした。科学としての植
物学を国の利益のために拡大させ，それを内外に
誇示した場所がパーム・ハウスだったと言えるの
である。
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　しかしながら，キュー植物園にはこのような帝
国の付属科学機関とは別の側面もあった。すなわ
ち，同時に国立機関でもあったという点である。
当該園は，1840年に王室から政府へと移管され
たが，それは，植物園の運営に国民の税金が使わ
れること，したがって，一般公開が必須であるこ
とを意味する。この植物園が，ロンドン園芸協会
や王立植物協会付属の植物園と決定的に異なって
いたのは，リチャード・ドレイトン（Richard 
Drayton）が力説するように，それが植物研究施
設でありながら，1840年以降は，誰もが無料で
入園できる「公共庭園」（public garden）であった
点である25）。ここには園長たるフッカーの語り尽
くせない葛藤が存在したであろうことは想像に難
くない。帝国植物園の推進を目指した彼にとっ
て，その大衆化は快く受け入れられるものではな
かった。しかし，レイ・デズモンド（Ray 
Desmond）が述べるように，フッカーは，一般へ
の配慮から，公共施設としてのさらなる整備を余
儀なくされたのである26）。
　当該園における大衆化の背景には，19世紀半
ばに労働者向けの娯楽に対する新しい考え方が生
まれたことがある27）。1840年代以降，労働者た
ちが余暇時間をアルコールや低俗な余興に費やす
ことを防止し，彼らのモラルを向上させるため
に，文化的で教育的な娯楽を提供しようという議
論がなされた。既存の施設である博物館や美術
館，図書館において，上流や中流階級だけでな
く，その他の階級にも利用を許可する動きが出て
きた。また，同時期に公園（public parks）なるも
のが誕生したのも，同じ理由からである。
　このような事情から，国立機関であるキュー植
物園の公共化が加速したのである。フッカーは一
般人を惹きつけるような庭園づくりを行い，彼ら
のための教育的レクリエーションを推進した。こ
れは，大衆の人気を獲得し，植物園の将来を安定
化するために必要不可欠な政策であった28）。
　科学的記述を目指した前述のフッカーのガイド
ブックにも，“public” という言葉が多様され，一
般人を意識した表現が散見される29）。特に，彼は
植物園の役割を「一般人に役立つような，非常に

ポピュラーだが科学的な施設」（“a great popular 
yet scientific establishment, for the advantage of the 
public”）30）と述べており，大衆向けかつ科学的施
設の整備を謳っている。この記述を，パーム・ハ
ウス完成前の1847年に出版された同ガイドブッ
クの初版の記述と比べてみると，初版では，「一
般人に役立つような，非常に科学的な施設」（“a
great scientific establishment, for the advantage of the
public”）となっている31）。つまり，後の版では初
版にはなかった “popular” の一言が付け加えられ
ている。世論の要求に応えて，フッカーが科学施
設を娯楽施設に応用させようとした苦労がしのば
れる。
　こうして，植物研究の最重要拠点であるパー
ム・ハウスは，一般人へのレクリエーションとい
う役割を担うこととなった。科学施設から教育的
娯楽施設への変容を ILNに掲載された２つの記
事を比較することでさらに深く読み取ることがで
きる。パーム・ハウスが完成し，一般公開された
直後に出された1848年の記事では，完成したば
かりのパーム・ハウスの大きさや形状，建築材質
等について触れながら，その外観（図１）と内観
（図２）の様子を詳細に描写している32）。外観は，
全長362フィート（約110メートル）であり，中
央部は66フィート（約20メートル）の高さであ
る。鉄，石，レンガ，そして大量のガラスで建築
されており，暖房設備に工夫がされている旨が述
べられている。パーム・ハウスがキュー植物園の
中心的存在として建設されたことは，その大きさ
や形状の優位性からだけでなく，その建設場所か
らも明らかである。テラスを伴った当該建築物を
起点として放射状に，概ね同じ距離の「３つのヴ
ィスタ」（見通し）33）が形成されている。１つ目
は，キュー植物園の目玉の一つであるパゴダ風の
塔（pagoda）への直線道路，２つ目はテムズ川対
岸に位置する前述のカントリーハウスであるサイ
オン・ハウスへと続く道路，そして，３つ目はこ
れもまたテムズ川対岸のブレントフォード
（Brentford）という地域を見渡すことができる直
線道路である。さらに，パーム・ハウスの反対側
正面の向かいには美しい湖が位置しており，当該



図１　パーム・ハウスの外観（1848）
出典：The Illustrated London News, 2 September, 1848.

図２　パーム・ハウスの内観（1848）
出典：The Illustrated London News, 2 September, 1848.

19世紀中葉イギリスにおける温室の社会的意義（芝）

21─　　─

園でもっとも風光明媚な場所の１つである。単に
科学研究施設としての重要性というだけであれ
ば，ヴィスタを伴った絶好のロケーションに置く
必要はない。わざわざ複数のヴィスタをもってレ
イアウトしているということは，当該施設の本来
の目的を超えて，当園への来訪者たちへのサービ

スととらえるべきであろう。すなわち，一般人た
ちが，当園内の散策を楽しむ際のメインスポット
としても整備されたと言える。
　さらに，内観については，中央部に地面と天井
のおおよそ中間部分に内壁に沿うようにギャラリ
ーが張り巡らされ，そこまで螺旋階段が続いてい
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る様子が描写されている34）。人々は，このギャラ
リーにより，下からだけでなく上から鳥瞰的に植
物を見下ろすことができるため，植物観察という
科学的目的に適した構造になっている。記事に添
えられた内観の図（図２）を見ると，中央に螺旋
階段，そして，その奥にギャラリーを見てとるこ
とができる。中は空洞で，鉢植えの植物がまだ少
ししか運び込まれておらず，完成直後であること
が一見して判る。記事では，古くなった別の温室
から，ヤシ科の植物を随時運んでくるとの説明が
あり，今後，この空間がそれら熱帯植物で満たさ
れるであろうことが予想できる。すでにそれらの
業務を行っている作業員たちが中央右寄りに何人
かおり，それ以外は，完成直後の温室内を見学
し，散策している一般人である。ギャラリーから
見下ろしている人々，作業を見守っている親子，
壁際に置かれた植物の鉢を見ている男女，そのほ
か，グループになっている人々も描写されてお
り，教育的娯楽施設として整備されていくであろ
うことが想像できる。
　それから若干年を経た1852年の ILNの記事で
は，パーム・ハウスは「熱帯林」（“a tropical 
forest”）と表現され，温室全体にヤシを中心とし
た樹々が鬱蒼と生い茂るさまが描写されている
（図３）35）。パーム・ハウス内の植物は鉢植えが多
いため，前回の記事から３年ほどの間に，多くの
ヤシ科植物が運び込まれ，当該温室の整備は一気
に進んでいることが分かる。前回同様，ギャラリ
ーから見下ろす人々も描かれているが，地上にい
る人々は，植物を見ているというよりは，植物の
ある空間を談笑しながら散策しているようであ
る。いずれにせよ，ギャラリー上の人間も，地面
の人間も，明らかに植物研究者たちではなく，女
性や子どもを含んだ一般人の一行が熱帯林を散策
する様子は歴然としている。数年のうちに，散策
および社交等の娯楽施設としての側面が進んだと
考えるのが自然であろう。
キュー植物園の来園者数を見る限り，同温室に
おける教育的娯楽空間が果たした役割は大きい。
植物園が一般公開された翌年の来園者は9,174人
であり，その後，徐々にしかその数は増加しなか

ったが，ロンドンから植物園近くのリッチモンド
まで鉄道が開通した1846年に46,573人となり，
パーム・ハウスがオープンした1848年は91,708
人に達した36）。来園者数の増加に鉄道開通が果た
した影響は多大であるが，同温室による影響はそ
れ以上と言えるものであった。このように帝国の
重要科学施設として出発したパーム・ハウスは，
大衆を対象とした教育的娯楽空間として19世紀
半ば以降に一時代を築くこととなった。

３．温室の社会的意義

　温室の当初の役割は，19世紀における帝国主
義によって大量にもたらされた熱帯植物の育成に
あった。ところが，このような膨大な種類の植物
を新しい建築素材のガラスで囲む空間は，温室に
付加価値を与えた。陽光はガラスに跳ね返って燦
然と輝き，熱気は建物内にみなぎり，エキゾチッ
クな光景と香ばしい匂いが訪れる人々を魅了する
など，視覚，嗅覚，聴覚，皮膚感覚を刺激する別
世界を形成していた。このような内部スペース
は，レクリエーションに欠かせない条件を十分に
担っていた。
　ここに至って，温室内での逍遥や社交，娯楽の
機会が，19世紀半ばの社会で，一般人に向けて
整備されるようになった。ロンドン園芸協会や王
立植物協会の植物園および温室が貴族や上流階級
にしか開かれていなかったのに対して，国家施設
であるパーム・ハウスは中流より下の階級の者に
も開放されており，教育的娯楽の機会が一般人に
与えられるようになったのである。
　このような教育的娯楽のあり方が，1851年万
国博覧会の水晶宮（図４）に多大な影響を与える
ことになったと考えられる。水晶宮の設計に際し
て，設計者のパクストンがチャッツワースでの温
室技術を応用させたことは前述のとおりであり，
それは，建設開始直前の1850年11月中に掲載さ
れた ILNの記事で，彼自身がチャッツワースの
ヴィクトリア・レジア・ハウスの外観と内観を示
しながら，博覧会会場の「ミニチュア版とみなさ
れるかもしれない」と言及していることからも明
らかである37）。しかし，温室と水晶宮の関連性に



図３　パーム・ハウスの内観（1852）
出典：The Illustrated London News, 7 August, 1852.

図４　水晶宮の内観（1851）
出典：The Illustrated London News, 25 January, 1851.
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ついては，さらに，もう少しだけ遡ることができ
る。それより４ヵ月前の７月６日の ILN誌上で，
パクストンは，まだ王立委員会の最終決定を経て
いない段階で，彼自身の設計案を初めて世間に披
露したが，その際，彼のデザインしたガラスの建
築物と「温室」との類似性を示唆している38）。同
記事において，パクストンは万国博覧会終了後の
会場跡地利用方法にも言及し，水晶宮の建物を 
「ウィンター・ガーデン，もしくは，巨大な園芸
建造物」（“a winter garden or a vast horticultural 
structure”）として転用することを掲げている39）。
すなわち，社交を目的とした馬車道や遊歩道の設
置と植物育成設備の整備を行うことを提案してい
るのである。これはまさに「温室」の持つ教育的
娯楽的価値である。ここからも，水晶宮が温室と
しての機能を内包するものであったことが自明で
ある。
　水晶宮が国民の人気を短期間で勝ち得たのは，

決してその建築的要素や目新しさばかりに認めら
れるものではない。むしろ，パクストンが温室技
術を応用した設計案を提示した時，人々が「温
室」なるものがどのようなものなのかを認識して
いたことが重要である。当時ロンドンで有名な
「温室」と言えば，前述のロンドン園芸協会所属
の温室，および王立植物協会のもの，そして，キ
ュー植物園のパーム・ハウスであった。とりわ
け，後者は前二者とは異なり，一般人にも開かれ
ていたため，ロンドン郊外に位置するというアク
セスの悪さにもかかわらず，広く知られていた施
設であった。パーム・ハウスの植物とガラスで構
成された空間が社交やレクリーションなどに利用
され始めていたからこそ，水晶宮もまた人々に受
け入れられたと考えられるであろう。
　ジェフリー・アウエルバッハ（Jeffrey  Auerbach）
が指摘するように，水晶宮は他階級に属する者同
士が積極的に交流する場所ではなかったが，労働
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者階級を排除することはなく全ての階級に開か
れ，それぞれの階級に適した楽しみ方を提供した
のであり40），その意味では，パブリック・スペー
スであった。それは，1840年，キュー植物園が
国家施設となって以降に建設されたパーム・ハウ
スが，従来，上流階級のみに与えられた温室での
社交や娯楽という特権を一般人にまで適用させた
ことの延長線上にあると考えられる。
　新妻昭夫は，王立植物協会のウィンター・ガー
デンやキュー植物園のパーム・ハウスは「植物学
という目的が明確で娯楽性はあまりなかった」と
述べ，イギリスで「公共娯楽施設」としての温室
が発展したのは，万国博覧会以降であると結論づ
けている41）。確かに，万国博覧会の会期中に，キ
ュー植物園への来園者が増えたことは事実であ
り，パーム・ハウスの教育的娯楽空間としての要
素が，万国博覧会後により一層高まったことは否
定できない。前述の1852年のパーム・ハウス内
部の様子を描写した ILNの記事も，万国博覧会
後のことである。しかし，先に示したとおり，教
育的娯楽施設の軌跡はすでに，パーム・ハウス完
成直後から始まっていたと見る方が事実に近いよ
うに思われる。
　ところで，1851年５月の開会から，開催期間
である半年の間に，会場跡地利用問題が再燃した
が，そこでも，温室の公共娯楽空間としての側面
が強調されている。もともと，パクストンは，前
述のとおり，開会前から，会場跡地として，「ウ
ィンター・ガーデン，もしくは，巨大な園芸建造
物」の利用を考えていたが，王立委員会により，
会場は閉会後に取り壊すことが決定していた。そ
れを不服としたパクストンは，開会後，すぐに，
水晶宮をハイド・パーク（Hyde Park）内に残す
ために奔走した。いかに，会場保存が地域社会や
国民にとって利益になるかを訴えたパンフレット
を作成したり，議会へ誓願書を提出したりし
た42）。その中で，パクストンは，ウィンター・ガ
ーデンのようないわゆる教育的娯楽施設は現在ま
でのところイギリスには存在せず，したがって，
そのような施設をハイド・パークに保存すること
の重要性を切々と訴えている。しかし，例外とし

て，キュー植物園のパーム・ハウスは，「毎日，
多くの人々が集まる」空間であると述べており，
そのような施設として，水晶宮を保存することを
力説している43）。ここから，彼自身がパーム・ハ
ウスの教育や社交としての側面を重視しているこ
とは明白である。さらに，彼の請願を受けて，議
会だけでなく，新聞や雑誌上でも跡地問題が大々
的に議論され，賛成意見から反対意見まで幅広く
出されたが，そこでも，キュー植物園のレクリエ
ーション施設としての側面が広く認識されてい
た。たとえば，ある批評家は，「大衆は花々や植
物の間を散策することを熱望するだろう。……そ
のような施設はキュー植物園やチジック
（Chiswick），リージェンツ・パーク（Regent’s 

Park）にある」としている44）。後二者は，それぞ
れ，ロンドン園芸協会と王立植物協会の植物園が
あった場所である。ここからもキュー植物園等の
社交の側面が全面に押し出されているのが見てと
れる。この批評家はさらに続けて，万国博覧会後
の水晶宮は，「さまざまな公共の目的，たとえば，
定期的な展示会」のために利用されるのがよいと
提案している45）。以上のように，パーム・ハウス
をはじめ温室の教育的娯楽的側面は世間一般に流
布しており，それが，水晶宮の公共施設としての
側面に受け継がれていったと言える。とりわけ，
これらの温室の中で，一般開放されていたものと
いえば，パーム・ハウスだけであるから，当該温
室こそが，ガラス建築物としてのパブリック・ス
ペースの萌芽と見てよさそうである。なお，水晶
宮は万国博覧会終了後，解体され，1854年，ロ
ンドン郊外に移築された。1936年，火事で消滅
し，現在は地名として残っているのみである。

おわりに

　かつては，植物を育成する楽しみは特権階級の
ものであり，そのような植物を配置した庭園や植
物園もまたエリートのみに許された娯楽空間であ
った。それが，19世紀半ばにおいて，パーム・
ハウスに見られるように，一般人が知的エンター
テイメントに触れることができる新空間が都市に
整備され始め，それらが，水晶宮のようなパブリ
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ック・スペースへと受け継がれていった。こうい
う事実からも現代につながる歴史の歩みが読み取
れるのである。

付記

本稿は，日本英文学会中部支部第64回大会（2012年
10月27日，南山大学）における口頭発表原稿の一部
に加筆・修正を施したものである。

注

１） キュー植物園の現在については，https://www.kew.
org/を参照。

２） John Hix, The Glasshouse (1996, London: Phaidon,
2005); George Kohlmaier and Barna von Sartory, Houses 
of Glass: A Nineteenth-Century Building Type 
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７） Kohlmaier, op. cit., p. 49.
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トハンターについては，白幡洋三郎『プラントハン
ター』（1994年，講談社，2005年）pp. 21‒51を参照。

９） Kohlmaier, op. cit., p. 49.
10） Ibid.
11） Koppelkamm, op. cit., p. 16.
12） Hix, op. cit., pp 136‒49. なお，ロンドン園芸協会
は，王立園芸協会（Royal Horticultural Society）と
して存続しているが，王立植物協会は，1930年代
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13） Ibid., pp. 142‒43.
14） 植物学協会は19世紀を通して，地方都市にも設
置されたが，それらの付属植物園の多くには温室が
併設された。

15） フッカーは亡くなる1865年まで，園長として活
躍した。彼の後を継いで同年に園長になったのは息
子のジョゼフ・フッカー（Joseph Hooker, 1817‒

1911）である。
16） William Hooker, Kew Gardens; or a Popular Guide to

the Royal Botanic Gardens of Kew, 9th ed. (1847,
London: Longman, 1851) pp. 11‒12. フッカーのガイド
ブックは1847年に出され，その後何度か改訂され
た。本稿では，パーム・ハウスについての記述を分
析するために，その建設後に出版された1851年度
版（第９刷）を用いることとする。

17） Richard Drayton, Nature’s Government: Science,
Imperial Britain, and the ‘Improvement’ of the World 
(New Haven, CT: Yale UP, 2000) p. 207‒10.

18） Ibid., p. xiii; Jim Endersby, Imperial Nature: Joseph
Hooker and the Practices of Victorian Science (Chicago 
and London: Chicago UP, 2008) p. 308.

19） Hooker, op. cit., p. 18.
20） Ibid., pp. 21‒32.
21） アームストロングは，サリー・ガーデン（Surrey

Gardens）における動物園について，あらゆる国々の
動物を一つの空間に内包しようとする点を “an 
encyclopedic space” と称している。Armstrong, op. cit., 
p. 146.当該パーム・ハウスはその植物版と言えるで
あろう。

22） Kew Gardens with the Pleasure Grounds and Park,
Hand-Book Guide for Visitors, 5th ed. (London: H. G.
Clarke, 1852) p. 20. 

23） Philip Henry Gosse, Wanderings through the
Conservatories at Kew (London: Society for Promoting
Christian Knowledge, 1857) p. 46.

24） Ibid., p. 95.
25） Drayton, op. cit., p. 180.
26） Ray Desmond, The History of the Royal Botanic

Gardens Kew (London: Harvill Press, 1995) pp. 167‒68. 
27） Hugh Cunningham, Leisure in the Industrial

Revolution 1780–1880 (New York: St. Martin’s Press, 
1980) pp. 90‒107. 

28） Drayton, op. cit., pp. 180‒92.この傾向は，フッカ
ーの息子ジョゼフの時代になるとさらに顕著にな
り，開園日時の延長を求める議論が国会でなされ
た。Endersby, op. cit., pp. 276‒310.

29） Hooker, op. cit., pp. 3, 7, 10, 12.
30） Ibid., p. 10.
31） Hooker, Kew Gardens, lst ed. (1847) p. 6.
32） ILN, 2 September 1848, pp. 132‒34.
33） Ibid., p. 134.
34） Ibid., p. 133.
35） ILN, 7 August 1852, p. 97. 
36） Desmond, op. cit., pp. 390‒91.
37） ILN, 16 November 1850, p. 385. なお，実際の建築
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は，よく知られているように，プレハブ工法を用い
たため，わずか９ヵ月で完了した。

38） ILN, 6 July 1850, p. 18.
39） Ibid.
40） Auerbach, op. cit., pp. 154‒58.
41） 新妻昭夫「英国の温室の歴史と椰子のイメージ」
『園芸文化』第１号（2004）: p. 25.新妻は，温室の
公共娯楽としての性格に着目しているが，その発展
時期についての見解は筆者とは異なる。また，コッ
ペルカムもパーム・ハウスの公共的娯楽としての側
面について簡単に触れている。Koppelkamm, op. cit., 
p. 29.

42） Joseph Paxton, What is to Become of the Crystal
Palace? (London: Bradbury & Evans, 1851).

43） Ibid., p. 8.
44） The Literary Gazette, 28 June 1851, p. 437.
45） Ibid.
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